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産業政策委員会　（委員長：宍戸 良太／委員：佐藤 正治・山野内 孝満・藤井 雅之）

労働条件委員会　( 委員長：佐藤 久恒／委員：吉岡 貞治・栗林 正直・原田 輝 )

産業政策委員会　（委員長：宍戸 良太／委員：佐藤 正治・山野内 孝満・藤井 雅之）

労働条件委員会　( 委員長：佐藤 久恒／委員：吉岡 貞治・栗林 正直・原田 輝 )

2017 年度の産業政策委員会は、運動方針の基本的な考え方で
ある「綱領」を基本理念とし「産業政策」を実現するための活動を
展開していきます。

具体的には、「印刷労連産業政策」における中小企業政策の掘り
下げと展開、および産業政策実現に向けた推薦議員との連携や連
合における政策・制度要求への組み入れ等について検討します。ま
た、印刷産業としての社会的および経済的地位の向上と魅力ある産
業を求めて、日印産連との連携強化に取り組みます。さらに、各種
指針を活用した健康対策、職場におけるストレス対策およびメンタ

ルヘルス対策、全構成組織における「安全衛生委員会」の設置について、「安全衛生全般」として括り、個別
具体的には指針の活用を促しながら、地方協議会における現状確認や課題共有を図る取り組みについても検
討し実施していきます。

委員一丸となって取り組んでいきますので、各地方協議会ならびに構成組織のご協力とご支援をお願いいた
します。

労働条件委員会では、運動方針の柱である「労働諸条件の維持
向上」の具現化を図るために、春闘方針 ( 案 ) や年末一時金交渉取
り組み ( 案 ) の策定を行っています。策定にあたっては連合方針を
基本に印刷労連として、より具体的・効果的な内容となるよう、構
成組織が要求・交渉を行っていく上で有効なものとなるよう心がけ
ています。

労働諸条件については、印刷産業全体の課題として、産業間や
企業間での格差の是正が求められており、印刷労連の賃金水準や
労働法制に対応した制度の導入状況等について、実態把握と資料
提供をして行きます。

また、10 月に実施しました、印刷労連労働条件実態調査については構成組織の皆さんにご協力頂きありが
とうございました。提出頂きましたデータについては、運動方針の具現化や春闘要求策定等に有効に活用させ
て頂きます。

引き続き、ご協力のほど、宜しくお願い致します。

2017 年度 各専門委員会開催
2017 ～ 2018 年度運動方針を具現化・実現するため、各専門委員会の取り組みをご
紹介します (委員名については敬称略 )。
各専門委員会を通じ、構成組織の皆様に様々なご提案をしますが、積極的なご協力と
ご理解をお願いします。



2

NETWORK NO.184

組織委員会　( 委員長：土口 裕／委員：山野内 孝満・小林 明・川尻 聡 )組織委員会　( 委員長：土口 裕／委員：山野内 孝満・小林 明・川尻 聡 )

組織委員会は、①非正規雇用労働者の組織化、② 60 歳超の雇
用労働者の組織化、③関連企業における未組織労働者の組織化、
④印刷関連企業における労働組合の組織化の４つの課題を中心に
取り組みを進めております。
「関連企業における未組織労働者の組織化」「印刷関連企業にお

ける労働組合の組織化」については、構成組織の協力により、組織
拡大を図ってきました。今期も前期までの取り組みを踏襲し、構成
組織への調査を行いながら、組織拡大に向け取り組んでいきます。
「非正規雇用労働者の組織化」｢60 歳超の雇用労働者の組織化｣

については、労働組合の組織率の低下に歯止めがかからない中でも、組織拡大に結びつく機会は多々存在し
ており、大きな課題として捉えております。働く仲間の組織化は労働組合の義務として受け止め、一歩でも前進
できるよう進めていきます。

印刷労連の方針に基づき、組織の充実・強化・拡大を目指して、そこで働く者の労働諸条件の向上、雇用
や生活の改善に向けて、活動を展開しております。

総務・財政委員会　( 委員長：古賀 初代／委員：中村 彰男・水落 圭吾・嵯峨 友成 )総務・財政委員会　( 委員長：古賀 初代／委員：中村 彰男・水落 圭吾・嵯峨 友成 )

総務・財政委員会は、「組織の充実・強化・拡大」に向けて、①
時代の変化に見合った規約の見直しと組織運営、②本部および地方
協議会における適正な予算配分と財政処理運営をするべく活動して
まいります。

また、「労働者福祉の向上と文化的活動の推進」については、①
労金運動の推進と連携、②全労済との連携による「生活保障設計
運動」の推進、③「ライフステージと各種制度」を活用した労働者
福祉の向上を目指します。労金・全労済との連携、また他委員会と
の連携を図り、労働者福祉の向上に向けて、積極的に取り組みを進

めてまいります。
各地方協議会ならびに構成組織との連携も含めて活動をしていきたいと思っておりますので、皆様のご協力

のほど宜しくお願い致します。

教育・広報委員会　( 委員長：大窄 新二／委員：高橋 康・石山 浩司・大島 聡 )教育・広報委員会　( 委員長：大窄 新二／委員：高橋 康・石山 浩司・大島 聡 )

教育・広報委員会は、迅速かつ精密な情報の発信と、人材育成
の観点での教育を役割とした取り組みを基本とし、運動方針に則っ
た活動を図っていき、具現化を目指していきます。それらを実現す
るため【①昨年度で実施した「生活・就労実態アンケート」の集計
と分析を行い、労働条件委員会と連携しながら、2018 春季生活闘
争に活かしていき、さらに継続できる運用を確立する。②教育・広
報委員会で作成した「教育体系」を活用し、各級役員への教育に
活用するべく様々な可能性を求めて、育成活動に取り組んでいく。
③機関紙「NETWORK」とホームページの機能を十分に活かし、定
期発行と随時更新を継続させ、迅速で高品質の情報を発信すると同時に、印刷労連全体での情報の共有化を
図っていく。④労働者自主福祉運動である「全労済」と「労働金庫」をより組合員へ展開するため、教育・広
報委員会ができる最大限の力量を発揮し、情報の発信と教育を追求する。】

以上 4 点を基軸に向こう2 年間を取り組んでいきます。また、全ての専門委員会が相互連携を図るべくバイ
パス役となり、各専門委員会が最大限のパフォーマンスができるよう支えていきます。みなさんのご協力をお願
いします。
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この度は、凸版印刷労働組合として、平和行動に参
加させていただき、ありがとうございました。

新聞やＴＶ等の報道では見聞きすることはあるもの
の、なかなか自分の目でみることのない北方領土問題。
日頃、我々国民が平和にならされているなか、緊迫する
極東アジアの政治情勢や領土問題はわれわれ国民とし
てもしっかりした知識と情報を得ておかなければならな
いと感じ、参加を表明させていただきました。

実際に根室の納沙布岬を訪問し、わずか 3.7 キロ先
に北方領土歯舞群島の貝殻島をこの目で直に見ること
ができ、改めて近くて遠いという言葉を実感しました。
またこの貝殻島で日本が昆布漁をするにあたり、年間約
9,000 万円のお金をロシア側に払って漁をしているとい
うＴＶや報道で聞くことができない現状もお聞きし、日
露関係を見直す必要があるとも感じました。

いま現在、既に北方領土元島民の平均年齢は 82 歳
となっている中、根室にて元島民の方々の生の声をお聞
きしましたが、根室のみならず、日本全体の問題と捉え
る必要があると感じました。領土問題としては、北方領
土のみならず竹島、尖閣諸島など日本全体で取り組まな
ければならない問題がたくさん残っております。

労働組合として、引き続き元島民の方々の声を政府に
あげる、署名活動など凸版労連、そして連合としてでき
ることをして、政府を後押しすることが必要であると感
じました。

私個人の話になりますが、印刷業界ではライバルとなっている共同印刷、トッパン・フォームズなどの皆さんと一
緒に平和行動に参加し、印刷労連間で繋がりを持つことが出来たのはこれからの会社生活において、大きな財産で
あると思います。ありがとうございました。

【執筆者：凸版印刷労働組合　情コミ支部　沖山 圭佑さん】

2017 平和行動 in 根室 参加報告

アジア連帯委員会（CSA）「第 34 次救援衣類を送る運動」の取り組み報告
印刷労連は、社会貢献活動の一環と

して取り組んでいる「救援衣類を送る運
動」を今年は 9 月19 日～ 25日の募集
期間を設け、取り組みました。

今年は「コクヨ労働組合、フォームズ
ユニオン、フォームズユニオン関西、
フォームズユニオン西日本、図書印刷
労働組合、高桑美術印刷労働組合」そ
して印刷労連本部も合わせ、昨年の1.6
倍にあたる 31 箱 ( 約 200㎏ ) をご提供
いただきました。

また、海外輸送募金として 70,000 円
を連帯基金から拠出しました。

皆さまのご協力に感謝いたします。あ
りがとうございました。

今年は手伝ってくれる人が増えて
助かった…

仕分け作業中仕分け作業中

今年もこれだけの
多くのご協力をい
ただきました！

今年もこれだけの
多くのご協力をい
ただきました！
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連合

労働相談ダイヤル
03─5442─0191

左記ＱＲコードから、
是非、印刷労連のＨＰ
もご覧ください。
ID：pimw（半角英数） 
PASS：1989（半角英数）
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2017 年 9 月 11 日～ 12 日にわたり、福島市のラコパふくしまにおいて
UNI-Apro 印刷・パッケージング部会大会が開催され、田倉中央執行委員長、
大窄副中央執行委員長、山野内副中央執行委員長、宍戸中央書記長の 4
名と共に出席してまいりました。また、オーストラリア、台湾、インド、フィリ
ピン、マレーシア、ネパールの各国から UNI の仲間が集結しました。

震災から 7 年目を迎え、大きな被害を受けた福島の現状を知ると共に、
今後の復興の取り組みにも全力で携わっていくこと、また絶対に震災を風化

させてはいけないということも改めて認識するべく、今回は福島の地での開催となりました。
初日は UNI-Apro メディア部会との合同での開催となり、労働組合として雇用確保

と労働条件の維持向上について世界の仲間との情報共有の重要性、急速な時代の
変化への対応やグローバルなつながり、職場や社会における平等についても現状と
課題の共有をしました。その後、パネルディスカッションにて①労働組合と労働の未
来②グローバル化と地域経済統合の課題に立ち向かう労働組合③労働の未来と世界
経済における組織化、について各国の取り組み報告の後、各国との意見交換を行い
ました。

2 日目は印刷・パッケージング部会委員会を開催し、田倉中央執行委員長による「デ
ジタル時代における印刷・パッケージング産業：デジタル化によって生じる問題を企
業・産業レベルでいかに労使パートナーシップの下、解決していくか」について導
入報告があり、その後、討議、声明、決議の採択を行いました。

デジタル化、人工知能、3D 印刷、ロボット化等にみられるように第 4 次産業革命
により、印刷・パッケージング産業の雇用と仕事への影響もあり、変化する労働の未
来へ対応していく必要があります。デジタル化への対応、職場や社会における平等、組織化等の課題に取り組むべく、
今後も UNI のグローバルなネットワークで世界の仲間との情報共有を図っていきます。

【執筆者：印刷労連本部　副中央書記長　古賀 初代さん】

UNI-Apro 印刷・パッケージング部会大会 参加報告UNI-Apro 印刷・パッケージング部会大会 参加報告


